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一月二八日、新春憲法講座の第２講座を専修大学で開設、白藤専修大学教授が「『主権』なき『地域主権改革』と国民・住民の暮らし」と題して講義、参加者の質問に丁寧に答えました。講座には四〇名が参加しました。








一月二八日、大阪中ノ島公会堂で「府民の集い」が開かれ一千名が参加、「比例定数削減は絶対にストップを」と決意を固めあいました。川辺和宏大阪労連議長が主催者あいさつ、森英樹龍谷大学教授が「（衆）議員比例定数削減問題の深層と真相」をわかりやすく解明、これを受け団体・地域代表六名が「私の決意」を表明しました。また、「タイムリーな集会であった」「公会堂の大会場が満員になる事実が本問題の重要性を物語っている」「日本の民主主義を守る第一歩が今夜の中ノ島から踏み出したと評価されるよう頑張りたい」等、一七二通の感想が寄せられました。（大阪憲法しんぶんより）





比例定数削減反対学習決起集会


講演　上脇博之神戸学院大学教授


２０１１年２月１７日　１４時～１６時（予定）


　■衆議院第２議員会館　多目的会議室


　■国会報告・講演・各団体からの報告・交流・議員要請行動
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一月二八日、九団体代表は新宿西口で街頭宣伝、菅内閣が（衆）の比例定数削減を強行しようとしていると厳しく批判、国民的な運動でこれを阻止しようと訴えました。行動には二五名が参加、全労連柴田副議長が司会、全学連福田書記長、民医連湯浅事務局次長、憲法会議橋本代表委員、農民連上山国民運動副部長、自由法曹団菊池団長、新婦人米山事務局長、全労連大黒議長が宣伝カーから呼びかけました。
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